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土壌の理学的性質と耕転の易耕性に
関す　る　試験研究

佐　　藤

（宮　城

1．日　　　　　的

土壌の耕転の難易は土壌の理学的性質と密接な関係が

あるので，この間の関係を究明する．

2．試験経過の概要

1．土性別の含有水分と理学的性質との調査・基礎試

験として，4ツの代表的な水田土壌を採集して粒度分

析・塑性・突き固め試験を行った．その結果を第1～2

表に示す．
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第2表　突き固め試験
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2．土性別の含有水分と耕転匁の切削エネルギーとの

関係．

土壌の切削エネ′レギ一については，シャルピーの衝撃

試験方法を応用した実験装置で耕深を一定にした場合，

含有水分を変化させた時の切削エネルギーを調査した．

（1）耕転匁の切削に要するエネルギーE（kg一m）

E＝帝．L（COSβ－COSα）一ef

W＝垂錘部重量（10，163kg）

L＝蛮錘部重心の回転半径（0．374m）

行　　男

県　鳥　試）

ef＝摩擦などによる損失エネルギー（α＝1730の時約

0．068kg一m）

（2）供試土壌の処理

供託土壌は夙乾して怖別けし，鉄板製箱に入れ油圧プ

レスで10kg／cm2に押えて試験した．湿潤密匿の測定に

は，直径15cm・高さ15mmの英銀リングをプレス前に

土壌に埋没し，プレス後に収り出してその重量を測定し

て計算により求めた．
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土壌の含有水分の変化による切削エネルギーと

（湿潤密度）の変化及び突き固めの試験による

浸潤・乾燥密度の変化

3．考　　　　　察

1．水田土壌の理学的性質を追求するため，土質実験

で行われている方法で調査したのであるが，粒度分析

（比重計法による）は実験操作上の誤差が大きく満足な
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結果が得られなかった．

2．土壌の塑性桁数と比重との関係は，概収逆比例的

な関係が得られた．

3．切削エネルギーの庇大倍は，何れも土壌の塑性範

囲内にあり共通して45～55％にあることが認められた．

また．風乾した土執こ水分を加えて行くと団粒構造が出

来て来るが，このような状態から切削エネルギーが増大
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して来るのも共通した特徴である．なお，個々の土執こ

ついてはその容群立の最大値の処にほぼ切削エネルギー

の最大値が現われている．

以上の試験は，乱された土壌の場合で自然状態の場合

とは大分趣を異にしているのであるが，それでも土壌水

分の変化が桝転時に大きな影響を及ぼすことが推察され

る．この．如こつき今年において調査する予定である．


